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の日本語初級Ⅰ・Ⅱ 第 2 版』（以下、『みん日』）の教師用参考書、『みんなの日本語初級











（学）的視点に基づく研究が比重を増してきた（Atkinson, 2011; Firth & Wagner, 1997, 
















談話を（社会的視点から）分析した諸研究（Antón, 1999; Duff, 2002; Hellermann, 2007; 






























































する。それは、導入例の発話を、コミュニケーション出来事（communicative event） 3 と
して捉え、その中で何が言われ、何がなされているかを明らかにすることを意味する（cf. 

































T：S さんは朝 6 時に起きて、ジョギングをして、それから朝ごはんを食べます。 
 
T は、3 つのターンを利用して S に質問をし、それに対する S の答えをまとめることに









  今すぐやめたほうがいいですよ。  
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どちらの場合でも、T と S が行うやりとりが、目標文型導入のためのコンテクストを作り
上げている点、そしてより重要なことに、それが T の主導（質問）によってなされている
点において共通している。S は、T と共にコンテクストの構築には参加しているものの、
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切に使用している。しかし S は、ここでの目標文型（「疑問詞〜んですか」）はまだ使用で
きておらず（4 行目）、続くターンで T の修正を受け、それを身につけるようになっていく
（9 行目の自己修復）。このように、『手引き』の導入例における S は、すでに学んだ文型で
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す。」と新たな文型を使ってそれを言い換える。続くやりとりでも同様に、S は「いいえ、























似した例は、「まだ」に関する文型を扱った以下の 2 つの導入例にも見られる。 
 
導入例⑫（L7:78-79）目標文型：もう〜ました 












導入例⑫で S は、既習文型「〜ませんでした」を用いて T の質問に答えている。しかし、
それは非文法的であり、T によって新たな文型「まだです」が導入される。ここで「まだ






 ― 10 ―  
 








しかし、（S の発話を不十分なものだとして言い換える）導入例の T とは異なる観点か
ら S の発話を見たとき、それは限られた言語知識を用いてその場の課題（T の質問に答え
ること）に（時には創造的な形で）臨もうとする S の「有能さ」の現れであるとも言える
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導入例⑯（L12:118）目標文型：〜で〜がいちばん＜形容詞＞です 
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さらに、ここに見られる声の操作が、A と B を演じる教師および、それを見守る学生の
フッティング（footing：Goffman, 1981）の変化、そしてそれに伴うフレーム（Goffman, 
1974）の変化と共に表れていることにも注目する必要がある。ここでは 2〜3 行目の B の
発話に注目してみよう。この発話は、主に 2 つのフレームにおいて同時に展開していると
言える。一つは、教師が A と B を演じる寸劇のフレームであり、もう一つは、それを包み
込む日本語の授業という上位のフレームである。「そうですね。パソコンを買いたいです。










という 2 つのフレームの間の境界が曖昧になり（あるいは、2 つのフレームが融合し）、（B
を演じる）教師が、寸劇の中の A と、目の前の学生たちの両方を addressee にして同時に
話しかけるというコミュニケーションの構造が立ち上がるのである。そして、その直後、
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ニケーションにおいて同様に（すなわち、相同的に）現れることを通してさらに強く指標


































































される創出的指標という、二つの側面を持つ（Silverstein, 1976; 小山、2008、2009）。 
 2 導入例について、『手引き』には、「学習者によってさまざまな導入が考えられるし、何が適切で
あるかは学習者によるので、導 入、導入例をヒントとしてその場の学習者に合った導入を試み
てほしい。導入例は 2-3 準備しておいたほうがよい」と記されている（『手引きⅠ』、p. 3）。 
























 6 一方、「まだ」を用いた S の発話は、「〜ようになりましたか…いいえ、まだ〜ません」を目標文
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